
　　　　問題解決型データベースBIOETHICSLINEの意義
BIOETHICSLINE：aunique　database　for　problem　solving　ethical　questions

　　　　　　　　　　in　the　field　of　health　care　and　biomedical　research
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Abstract

BIOETHICSLINE　focuses　on　questions　of　ethics　and　public　policy　in　the　field　of

health　care　and　biomedical　research．　Over　100　journals，12　databases　and　30

printed　indexes　are　regularly　screened　for　bioethics－related　references・　The

database　contains　about　60000　records，　and　is　produced　at　the　Kennedy　Institute

of　Ethics　Library／National　Reference　Center　for　Bioethics　Literature，

Georgetown　University　from　1973．　BIOETHICSLINE　can　be　searched　most
effectively　using　subject　Keywords　from　the　BIOETHICS　Thesaurus，　an　indexing

vocabulary　of　approximately　700　keywords　designed　for　this　database．　Another

useful　feature　of　BIOETHICSLINE　is　the　ability　to　limit　retrieval　by　subject

captions（SC）．　Though　BIOETHICSLINE　is　a　small　sized　database，　it　is　an

essential　source　for　ethics　information．
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1．はじめに

　臨床医学と生命科学研究において，文献デー

タベースは臨床と研究の意思決定を支援するた

めの役割を果たしている。また，インターネッ

トをもちいた利用システムの普及により，医療

専門家ばかりでなく，学生や一般の人々による

利用も拡大している。最終的には，文献データ

ベースは人々の健康と生活の質（quality　of

life）に寄与する重要な情報基盤であるだけに，

時代の変化と情報ニーズに対応する情報源とし

て発展させる必要がある。現在，医療界におい

て関心の的になっているEBM（evidence－based

medicine）の展開においても，情報基盤として

のThe　Cochrane　Libraryデータベースが果た

す役割は大きなものがある［1］。

　米国国立医学図書館（National　Library　of

Medicine：NLM）が製作しているMEDLINE
のような既成の大規模データベースだけでは，

EBMを支援する情報資源としては十分でない

ことが明らかになった。同じ文献レコードであっ

ても，The　Cochrane　Libraryは研究デザイン

にっいて深い索引付けがなされ，臨床家が日々

の医療サービスのなかで信頼できる情報を識別

できるように製作されている。そこで，EBMへ

の対応不足という批判を受けとめ，MEDLINE

データベースは，The　Cochrane　Libraryをi製

作しているコクランセンターのひとつであった

米国のボルチモア・コクランセンターの協力を

得て，MEDLINEレコードのリタッギング・プロ

ジェクトを行い，EBMのニーズに対応できるよ

うに改良していった。具体的には，MEDLINE

にすでに蓄積されているレコードから，ランダ

ム化比較試験や比較臨床試験にもとついた文献

を，コクラン共同計画に協力している専門家に

より判別してもらい，MEDLINEのレコードフィー

ルドのひとっである出版タイプ（Publication

Type）にRCT（randomized　controlled　trial）

やCCT（controlled　clinical　trial）などの用

語を加える作業である。1994年から1997年の4

年間で，新たにタグ付けされた件数は約8万7

千件にのぼった［2］。このことは，MEDLINE

のような世界を代表するデータベースであって

も，エビデンスにもとついた医療への高まりに

対して，適切な対処が求められることを示すも

のであり，同時に特定の問題解決を支援する小

規模データベースの存在価値が証明されたこと

にもなった。生命倫理を対象にした小規模デー

タベースであるBIOETHICSLINEの意義も，こ

のような文脈のなかで理解されるであろう。

　データベース製作を考える際に，各分野を代

表するような大規模データベースがあればそれ

で良いという方針では，実際の情報ニーズにこ

たえることはできない。時代と社会，さらに技

術環境の変化のなかで，医療界，学会，社会な

どの要求に適合する新しいデータベースの製作

とその支援は，欠くことのできないものである。

2．生命倫理研究の意義

　人が生きていくうえで，その規範として倫理

が存在しているが，社会の変化，とくに科学技

術の発展にともない，その倫理にも変容がもた

らされる。また，新しい状況の出現にあたりそ

れまでの既成の倫理観が問いなおされる。倫理

は不変な部分もある一方で，時代や文化，価値

観の変化を受けて変わる部分もある。医学や生

命科学の領域において，近年のクローン技術の

インパクトはもちろんであるが，さらに不妊治

療，脳死と心臓移植，安楽死，臨床試験など，

倫理がつねに問題となり，どのように考えるべ

きか，問われてきたといえよう。異なった立場

による「利害の衝突」も顕在化され，複雑な様

相を示している。

　生命倫理は，1960年代後半から医学や生命科

学研究の世界だけでなく，ジャーナリズムでも

広く検討されるようになった。直接の契機となっ

たものは，1967年に南アフリカの外科医バーナー

ド博士（Christiaan　Barnard）による心臓移

植の試みであったであろう。生命倫理の主題は，

医学文献だけでなく，宗教，倫理，歴史学，法

学，心理学，社会学など人文・社会科学領域に
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広く分散しており，さらに学術文献だけでなく

一般図書，新聞，ポピュラー雑誌，法令などに

も掲載されている。このように，主題領域を越

えた幅広い分野を横断しており，既成のデータ

ベースでは十分カバーすることが困難である。

また，NLMが製作している医学領域の大規模

データベースであるMEDLINEにしても，生命

倫理文献を網羅的に収載しているわけではない。

3．ケネディ記念倫理研究所図書館

　ケネディ記念倫理研究所（Kennedy　Institute　of

は，1971年にワシントンのジョージタウン大学

に設立され，生命科学をはじめさまざまな主題

領域を倫理の視点から展望し，教育活動と研究

活動の国際的センターとして機能できるよう設

立された。1973年に研究所は世界の倫理分野を

カバーした小規模であるが優れた図書館を設立

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

NLMからの財政支援も受け，1985年には国立

生命倫理文献センター（National　Reference　Center

for　Bioethics　Literature）としての役割も担うこ

とになった。

　1978年にNLMとの契約により，生命倫理デー

タベースであるBIOETHICSLINEはNLMデー

タベースのひとっとしてを製作されている。生

命倫理を含め，倫理文献全般を広く収集し組織

化してきた実績をもとに，BIOETHICSL、INEの

製作を行ったのである。図書館で所蔵している

単行本は2万1千冊，購入雑誌・新聞は300種

と規模はけっして大きくはないが，その収集範

囲は視聴覚資料，手紙，メモ，報告記録などに

及んでいる。

4．BIOETHICSLINEの発生

　1974年Bioethics　Information　Retrieval

Projectが，　BIOETHICSデータベースを作成し，

印刷体のBibliography　of　Bioethicsを刊行す

るためにジョージタウン大学のケネディ記念倫

理研究所図書館ではじまった。このプロジェク

トが始まったのは，1973年のケネディ記念倫理

研究所図書館設立の翌年にあたる［3］。1975年

にGale　Research社から，　Bibliography　of

Bioethicsはオンラインデータベースに先立って

刊行された。1978年，このBIOETHICSデータベー

スはNLMのオンラインシステム（MEDLARS）

に取り入れられ，BIOETHICSLINEと呼ばれる

ようになった。当初，このデータベースのレコー

ド数は7000件，毎年1800から2000件が増加して

いた。このBioethics　Information　Retrieval

Projectでは，自然科学領域を越え，さらに学

術文献以外の資料をもモニタリングし関連文献

情報を収集し，適切な独自のキーワードを付与

することが，生命倫理データベースの成功のポ

イントであるとしていた。

5．Bioethics　Thesaurus

　BIOETHICSLINEのシソーラスは，学際分野

である生命倫理文献を識別するためにケネディ

記念倫理研究所図書館で開発された用語集で

ある。正式名は“Bioethics　Thesaurus”であ

り，1999年版の語数は約700語である。この

“Bioethics　Thesaurus”の用語の90パーセント

以上が，NLMのMEDLINEデータベースのシソー

ラスであるMeSH（Medical　Subject　Headings）

用語へと案内されている。“Bioethics　Thesaurus”

の注記事項としては，用語への注釈であるSN

（Scope　Note），「を見よあり」を示すUF（Used

For），上位概念の用語を示すBT（Broader

Term），下位概念の用語を示すNT（Narrower

Term），関連ある用語を示すRT（Related　Terms）

などで構成されている（図1）。また，単行本

のチャプターを示す“Analytic”，視聴覚資料

を示す“Audiovisual　Material”，法令文書を

示す“Bill”など合計9種の1974年に採用され

た出版タイプ，そして1996年末から部分的にM

EDLINEレコードを利用して作成されるように

なり，そのMEDLINEが採用している出版タイ

プから23種が取り入れられた。例えば，学位論
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ANNOTATED　ALPHABETIC　LIST　OF　KEYVVORDS

ABOR「rED　RETUSES
　　“974；MeSH　rnap　＝　FetUs）

　　BT　Fe眠s
　　RT　Abordo叫induced＋

ABORTION，　INDUCED
　　（1974；　MeSH　map　＝　sarne）

　　SN

UF

NT

RT

TI鷺purpose血』induced　term▲naUon　of　a㎞m加

P民gna鵬y
Late」em　abo面on†
Par〔泡1－bi“h　abortion†

Abonion　on　demar㎡

IllegU　aboni。n

Sclective　abortion

T』rapeutic　めonion

Aborted　fヒtuses

ABORT10N　ON　DEMAND
　　（1974；MeSH　map＝Abo由o叫lega1）

　　SN　R巴adily　available　legalized　abonio”including

　　　　批ゆrtion　for　pelsoma1　or　social　reasons

　　BT　Abo回jo凡indllced

Access　to　Healtb　Care

　　Use　HEALTH　CARE　DELIVERY

ACCOUNTABILITY
　　（1990；MeSH　map　＝　Social　responsibility）

　　SN　Responsibility　fbrexplaining　orjustifying　onc’s

　　　　conduct　to　de　public　or　to　onc’s　superiors

　　UF　Responsibilities

　　RT　Obligations　to　society

Acquired　Immunoderrciency　Syndrolロe

　　Use　AlDS

ACTIVE　EUTHANASLA
　　（1974；MeSH　map＝EuIhanasia）
　　SN　Tbe　act　or　p【actice　of　painiessty　killingコbr爬a・

　　　　sons　of　me民y．　patients　whe　are　suffe血g　or　a爬

　　　　arnicted　with　incural）le　diseases　or　cotuiitions

　　BT　Euthanasia
　　NT　InvolutUary　euth組asia

　　　　Volu11助eudlallasia
　　RT　AIIowi　ng　to　die＋

　　　　　AssiSted　suicidヒ

ADMINtsTRATORS
　　（1978；MeSH囮p　n　Administrative　lrersonrtl）

　　UF　M加ag弧
　　RT　　Hcalth　personぬel＋

　　　　Organization　and　administiation

ADOLESCENTS
　　（1974；MeSH　rnap　＝　Adolesoenc　e）

　　SN　Age　desig【砲1ion∫brhuπ田n513・18years　old

　　BT　Minors
　　RT　Child爬［汁

ADopnON
　　（1974；MeSH　map＝same）

　　RT　Pa民【U　child　rctatiomship

Adult’OnSCt　Di50rders

　　Use　LATE叉）NSET　DISORDERS

ADULTS
　　（1974：　MeSH　tnapロAduh）

　　SN　Age　desig囮〔ion　fbrhvrna皿51944　yea日old

　　RT　Age　factors

　　　　Aged

ADVANCE　CARE　PLANNING
　　（1998）

SN

肝
町
肝

Discussions　w仙1》adents　andlor　their陀p陀’

sentatives　about口鴇goals　and　direcUon　of　thdr

hea阯1　ca爬，　usually　con㏄血ng　end－of－life　care

Patient　care

Advance　d▲［㏄tives＋

Temi囮1　care

ADVANCE　DIRECTrVES
　　“986；MeSH　mapロsame）
　　SN　Dectarations　by　patients，　made　in　advance　of　a

　　　　5i加ation　in　whiCM1鷺y　mq）・　be　incornpe佗nt　or

　　　　u田bl引o　decide　ab皿t吐、eir　ownca泥，　s倒ing

　　　　個n爬伽ent　preferenoes　or　authO「iZing　a

　　　　third　palty　to　make　decisions　fbr　them

　　UF　Durable　power　ofattorpey

　　BT　Advance　care　planning

　　M’Living　wiUs
　　　　Psychia臼ic　wills

　　RT　Donor　caπ15

　　　　Foms＋
　　　　Right　te　die

　　　　T垣rd　pa1ty　consent＋

ADVERmsllIIG
　　（1982；MeSH　map＝same）

ADVISORY　COMMITTEES
　　（1981；was　ETHICS　COMMnTEES　or　REVIEW

　　　　COMMITrEES，1974－80；MeSH　map＝Public

　　　　po旺cy）
　　SN　　Comminees　or　corr　mnissions　set　up　to　advi5e

　　　　gove㎜磁al　bodics　onpublic　policy

　　RT　　Commi“㏄melnbe鵬hip

図1 Bioethics　Thesaurus例：注記付きのABCJ順キーワードリスト

文を示す“Academic　Dissertations”，書評を

示す“Book　Reviews”，論説を示す“Editorial”，政

府文書であることを示す“Government　D㏄uments”

などである。

なお，“Bioethics　Thesaurus”の特色のひと

っとして，“Subject　Captions：SC”がある。

これは，生命倫理にたいするアプローチ．のタイ

プや，文献がカバーしている広い主題領域を示
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表1Subject　Captions（SC）リスト：

　　　Bioethics　Thesauras　1999　Edition

広範な主題領域を示すSC（8語）

Bioethics　and　Professional　Ethics

Biomedical　and　Behavioral　Research

Deat｝L　Euthanasia，　and　Prolongation　of　Life

Genetics，　Reproduction，　and　Abonion

Health　Care　and　Public　Health

Mental　Health　Therapies　and　Behavior　Control

Professional　Patent　Relationship

Miscellaneous

包括的なアプローチを示すSC（7語）

Analytical　Approach

Clinical　ApProach

Empirical　Approach

Legal　Approach

Philosophical　ApProach

Popular　ApProach

Religious　Approach

す用語である（表1）。

6．MEDLINEとBIOETHICSLINE

　NLMが製作しているMEDI．INEデータベー

スは，臨床医学と生命科学研究，そして医療に

おける意思決定に重要な役割を果たしてきた。

1879年のJ．S．　BilhngsらによるIndex　Medicus

の創刊は，1960年代のコンピュータ自動編集シ

ステムであるMEDLARSの成功をへてコンピュー

タデータベースとして発展した。蓄積されたレ

コード数は，1966年から現在まで1000万件にな

ろうとしている。年間の増加レコード数は約40

万件であり，1997年からはインターネット経由

で無料でMEDLINEを利用できるPubMedシス

テムが提供されるようになり，利用件数も急激

に増加した。臨床家や生命科学研究者はもとよ

り，医療従事者，学生，そしてさらに患者や一

般の人々などへと利用が増大したことを意味し

ている。それまでのMEDLINEデータベースが

MeSH（Medical　Subject　Headings）を検索の

キーワードとして，シソーラスへの知識を必要

としていたが，PubMedでは利用者が思いつい

た言葉から検索できるように対応している。こ

れは適切なキーワードへ導くための自動マッピ

ング機能が開発されたからである。さらに検索

された興味ある論文から「Related　Articles」

ボタンをクリックすることで，関係の深い記事

を探し出すことができるようになっている。ま

た，一般の人々からの利用増にこたえるために，

学術雑誌ばかりでなく一般向け健康医学雑誌の

収録も開始している。

　このような，優れたデータベースが存在する

なかで，NLMはジョージタウン大学にあるケ

ネディ記念倫理研究所図書館と契約を結び，生

命倫理を対象にした小規模データベースである

BIOETHICSLINEを製作してきているのである。

　BIOETHICSLINEの記事構成からわかるよう

に，雑誌文献だけを収録しているMEDLINEが

カバーしていない記事を含んでいる。単行本の

チャプター，新聞，ポピュラーマガジン，法令，

など幅広く生命倫理関連記事や情報を収録して

いる（表2）。また，学術雑誌記事にしても，

MEDLINEが収載していない人文・社会科学領

域や自然科学の雑誌をカバーしており，明らか

にMEDLINEとは異なった記事を収録している

ことがわかる。また，索引語も生命倫理領域の

記事を適切により深く索引するために，用語集

であるBioethics　Thesaurusを編集し使用して

いる。さらに，生命倫理という学際的で幅広い

内容を適切にグループ化するため「SC」フィー

ルドによる検索を可能にしている。1982年から

蓄積きれた記事数は，わずか6万を越える程度

でしかなく，年間増加件数も3千2百件でしか

ないBIOETHICSLINEであるが，生命倫理の主

題を広く組織化しており，MEDLINEが収録で

きない有益な情報をカバーしている。NLMの

一35一
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表2　情報源からみたBlOETHICSLINE（1998年）

情報源 記事数 百分比
雑誌記事
単行本のチャプター
単行本
新聞記事
判例
法令・法律
未刊行資料
視聴覚資料

2450
724
269
74
40
27

25

　3

68％

20％

7％

2％

1％

1％

1％

合計 3612 100％

表3　レコード数からみたNLMデータベース

データベース名 レコード累計数
MEDLINE
TOXLINE
POPLINE
HISTLINE
AIDSLINE
BIOETHICSLINE

9200万
270万
25万
21万
16万

6万
出典：NLM　Fact　Sheet，2000年

主要なデータベースをレコード数から見ても，

BIOETHICSLINEは最小規模であった（表3）。

NLMは生命倫理領域がMEDLINEデータベー

スの収録範囲ではカバーできないことを認識し

ていたのである。このように，MEDLINEのよ

うな大規模データベースでさえも，臨床医学や

生物医学研究に関係する倫理問題を十分にカバー

することはできない。

7　文献スクリーニングの重要性：ETHXファ

イルの形成

　最も特徴となる情報資源は，ETHXファイル

と呼ばれている12万件の現物資料ファイルであ

る。学術雑誌，新聞，単行本のチャプター，一

般雑誌，政府報告書，法令文書，レポートなど，

さまざまな資料から形成されており，それらの

コピー，現物，別刷などが分類されファイルさ

れている。研究者は，ETHX目録を検索したり，

分類をたよりに直接ファイルを検索して，必要

な資料を選択し効率的にコピーが入手できるこ

とになる。

　このETHXファイルは，ケネディ記念倫理研

究所図書館で受け入れている雑誌・新聞，単行

本などをスクリーニングしているだけでなく，

目次速報誌であるCurrent　Contentsで倫理関

連論文を見っけるためにチェックし，ジョージ

タウン大学の図書館の協力によりコピーを取り

寄せたり，著者へ別刷を請求して収集してい

る。さらに，さまざまなデータベースや印刷体

の索引資料などを検索し，関連論文のチェック

を組織的に行っている（表4）。これらの記事

のなかで，生命科学領域に絞ったレコードを

BIOETHICSLINEの収録対象記事として編集し

ている。この図書館の価値は，文献記事単位で

オリジナル資料のファイルを維持していること

と，その目録であるETHX目録と，　ETHXから
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表4　主なモニタリング資料1データベースとその他の資料

オンライン資料 MEDLINE
CATLINE
POPLINE

PAIS　International
Dissertation　Abstracts　Online
PsycINFO

Legal　Resource　Index
Philosopher’s　Index

Religion　Index

Sociological　Abstracts
Federal　Re　ister　Abstracts

その他 New　York　Times
Newsweek
Time

U．S．　News　＆World　Report

Readers’　Guide　to　Periodical　Literature

Humanities　Index
Cumulative　Index　to　Nursing＆Allied　Health　Literature
New　Titles　in　Bioethics

生命倫理文献を選択しBIOETHICSLINEの編集

製作にある。そして重要なことは，これらの有

益な情報資源が，図書館員や情報専門家によ

る文献資料のスクリーニングやモニタリングと

いった業務により支えられていることである。

その他の特色ある活動としては，レファレンスラ

イブラリアンによる注記付き書誌（Annotated

Bibliography）の編集刊行，大学における倫理

教育シラバスの収集と目録作成などがある。

8．おわりに

　生命倫理という専門的視点からの研究と教育

を支援していくために，MEDLINEのような生

命科学の大規模データベースを利用すれば良い

ということにはならない。専門的な主題から，

より深い索引付けや，特色あるレコードフィー

ルドの作成，学術雑誌以外の情報源からの記事

収載などにより，個々の主題領域のニーズに対

応したデータベースは価値あるものになる。そ

して，それを支えているのが文献スクリーニン

グという知的作業であり，情報サービス専門家，

文献組織専門家，索引専門家，情報検索専門家

など，データベース製作を支える人的資源が存

在していることを忘れてはならない。現在，ケ

ネディ記念倫理研究所図書館では，インターネッ

トを通してのETHXファイルの利用を可能にす

ること［4］，そしてより一層の適切な検索が行

えるようにBIOETHICSLINEシソーラスの改良

が主な目標になっている。

　なお，本稿をまとめるにあたり，ジョージタ

ウン大学ケネディ記念倫理研究所図書館のレファ

レンスライブラリアンであるMartina　Darragh

氏と，BIOETHICSLINEの上席ビブリオグラファー

であるTamar　Joy　Kahn氏の助言に感謝する。
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